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（１）砂糖の消費・需給の動向

１

○ 砂糖の国際的な市況は、価格については上昇傾向にあり、期末在庫も減少傾向。

○ 砂糖の消費量は、消費者の低甘味嗜好等を背景として減少傾向で推移。

○ 砂糖の需要量が低迷する中、砂糖の供給量をみると、国内産糖については、近年、てん菜糖の増産により増加傾向にあったが、17年
産以降、てん菜糖について支援対象数量の設定等の取組を行う中で、概ね80万トン台で推移しており、輸入糖については120万トン程
度の水準。

資料：農林水産省「砂糖及び異性化糖の需給見通し」
注：SY（砂糖年度）とは、当該年の10月から翌年の9月までの期間。

○ 砂糖の国際相場と在庫量の推移

資料：F.Oリヒト社（ドイツ）「International Sugar and Sweetener Report」（2010年3月18日発表）
注：21SYについては、期末在庫量は予想値であり、ニューヨーク現物価格は21年６月までの平均値である。

○ 砂糖の供給量の推移
（千トン）

資料：農林水産省「食料需給表」

○ 砂糖の消費量の推移
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（２）砂糖の価格・内外価格差の動向

○ 砂糖の市価の推移

○ 砂糖の市価は、関係者のコスト削減努力、関税の引下げ等により、低下傾向で推移していたが、近年の輸入粗糖価格の

高騰等の影響を受け、平成21年４月には、183円/kgまで上昇したが、7月5日に卸売価格が引き下げられ、現在は、

177円/kg。

○ このような中、国内産糖の内外価格差（コスト格差）は、てん菜糖で２倍程度、甘しゃ糖で７倍程度となっており、内

外価格差の縮小と国民負担の軽減を図るため、原料生産段階と砂糖製造段階の両段階において、コスト低減を図ることが

必要。

○ 国内産糖の内外価格差の現状(20SY)

（単位：円/kg）

注１： 日経市価とは、日本経済新聞の市中相場（東京、上白、30kg大袋入り）の価格（消費税抜き）である。
注２： 日経市価は、18年までは各砂糖年度の平均値、19年10月以降は各月の平均値である。 ２
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資料：農林水産省生産流通振興課調べ

平成22年7月5日から6円下
落し、177円/kg



○ 砂糖の国際相場は 、平成２１年半ばから、世界第２位の砂糖生産国であるインドの減産等の影響により大きく上昇し、２２年1月
には、２８．９４セント／ポンドとなった。その後、ブラジル等の増産見通しの影響から低下し、２２年５月には１９．５９セント／ポンド
となった。

○ 最近は、ブラジルの天候不順による荷積み作業の大幅な遅れ（滞船）やロシアの干ばつの影響により上昇し、２２年８月には
２５．０９セント／ポンドとなっている。

○ 砂糖の国際相場（NY現物価格）の推移
ｾﾝﾄ/ﾎﾟﾝﾄﾞ

○ 世界の砂糖の需給動向について

（単位：百万トン/粗糖換算）

国 年　度 生 産 量 輸 入 量 輸 出 量 消 費 量 期末在庫

2008/09 33.5 0.0 22.1 11.9 2.3

2009/10 36.1 0.0 25.8 12.2 0.3

2010/11 42.2 0.0 29.8 12.5 0.3

2008/09 15.3 4.4 0.2 24.5 2.3

2009/10 20.3 3.8 0.1 25.0 1.3

2010/11 26.6 1.2 1.0 25.5 2.6

2008/09 7.5 0.0 5.1 2.4 1.9

2009/10 7.1 0.0 4.8 2.4 1.8

2010/11 7.5 0.0 5.0 2.5 1.9

2008/09 151.0 50.9 50.3 160.9 42.2

2009/10 162.5 54.4 56.1 163.0 40.0

2010/11 175.4 54.5 58.9 165.2 45.8

資料：（独）農畜産業振興機構委託調査会社 LMC International Ltd. 推計。

世界計

インド

ブラジル

タイ

（３） 最近の砂糖の国際相場の動向等について

３





○ 近年は生産量が大幅に増加する中で、生産費の削減は図られず、物財費については増加傾向。

○ てん菜による収入のうち20年産で約４割を占める公的負担額については、以前に比べて低い水準にあるものの、いまだ高い水準。

○ 今後は、需要に応じた生産を図るとともに、国民負担の低減の観点からも、一層のコスト削減を図ることが必要。

○ てん菜の生産費の推移

（単位：千円/10a）

資料：農林水産省「農業経営統計調査」

○ てん菜による収入及び公的負担額の推移

注： 16年産については、生産者は、別途、需給安定化対策としててん菜糖トン当たり5,530円
（てん菜トン当たり1,000円相当）を負担しており、１戸当たり平均負担額は45万円となる。
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○ てん菜糖の生産量・てん菜糖製造事業者の製造コストの推移 （単位：ﾄﾝ、円/kg）

資料：農林水産省生産流通振興課調べ

○ 近年のてん菜糖製造事業者の合理化の状況 （単位：億円、人）

資料：農林水産省生産流通振興課調べ
注１：従業員数は、工場従業員数の計で、期首・期末の単純平均である。
注２：経常利益は、製糖及びビートパルプ部門のものである。

○ てん菜糖の集荷製造経費
（固定費、比例費）の比較

ア 主要畑作地域に所在する６工場

イ 集荷区域の広い２工場

資料：農林水産省生産流通振興課調べ
注：平成19年産から21年産までの平均の数値。（見込み）

（円/kg）

（２）てん菜糖

○ てん菜糖の製造段階については、これまで、原料てん菜の糖度向上に伴う歩留りの向上やてん菜糖製造事業者の合理化によりコスト低減
が図られてきたところであるが、交付金交付対象数量の設定等による操業度の低下や石油、石炭等の値上がりの影響で16年以降コストが上
昇している。

○ 今後、コスト削減が難しくなっていく中で、原料輸送費の負担関係を含め、効率的な原料集荷体制とすること等によるさらなるコスト
削減を検討する必要。

砂糖年度 元年 6年 11年 16年 17年 18年 19年 20年
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○ さとうきびは、台風、干ばつ等の自然災害の常襲地帯である鹿児島県南西諸島及び沖縄県における代替困難な基幹作物として、地域の経
済・社会を支える重要な作物。

○ 一方、その生産構造をみると、農家戸数の減少と農業従事者の高齢化が進行しており、農家一戸当たり収穫面積については微増傾向にある
ものの、依然として零細規模の農家が大宗を占めており、生産構造は極めて脆弱。

○ さとうきびの位置付け（平成20年）

３ さとうきび・甘しゃ糖の動向

○ さとうきび生産農家の年齢構成の推移（沖縄県及び鹿児島県南西諸島）

○ さとうきびの収穫規模別農家戸数割合の推移

資料：鹿児島県、沖縄県調べ

資料：農林水産省統計部「農林業センサス」（組替）
注：さとうきびを販売した農家の農業従事者が対象

（１）さとうきび

栽培農家 栽培面積 農業産出額

鹿児島県南西諸島 ７１% ５０% ４２%

沖縄県 ７３% ６３% ３５%

資料：鹿児島県、沖縄県農林水産統計年報、熊毛地域の農業の動向、奄美農林水産業の動向
注１：栽培農家は、農林業センサス（H17）の農家数に占める割合

２：栽培面積は、作物統計の数値（当該年産収穫面積＋次年産夏植面積）
３：農業産出額は、耕種部門に占める割合
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○ さとうきびの収穫面積と単収の推移

資料：農林水産省統計部「作物統計」

○ さとうきびの収穫面積は減少傾向で推移する中で、大きな台風被害を受けた平成16年産は、過去最低の生産量を記録し、甘しゃ糖工
場の操業度が大きく低下（平成16砂糖年度で62％）した。

○ この状況を打破するため、「さとうきび増産プロジェクト」を立ち上げ、鹿児島、沖縄両県に増産計画を策定させるなど、関係者一
体となった取組を実施。近年は豊作が続き、生産量も回復。

○ 作業委託の進展等により物財費は増加傾向にあるが、一方で労働費(労働時間)が低減したことにより生産費全体としては減少傾向。

８

○ さとうきびの生産費の推移

（単位： 円/ｔ）

資料：農林水産省「農業経営統計調査」
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（２）甘しゃ糖

○ 甘しゃ糖の製造段階については、原料処理量が低下する中で、人員の削減や工場の再編等製造事業者の合理化を進めてきたところ。
○ また、平成17年からのさとうきび増産プロジェクト等の取組により原料処理量及び操業率が向上し、コスト低減が図られてきた

ところ。今後、
① さとうきびの安定的な生産量の確保による操業率の安定化
② さとうきびの品質向上による歩留りの向上
等により、さらなるコスト低減を推進する必要。

○ 甘しゃ糖度と歩留りの推移○ 甘しゃ糖の生産量と甘しゃ糖工場の操業率の推移
（万ﾄﾝ）
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○ 甘しゃ糖製造事業者の製造コストの推移
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）

○ 近年の甘しゃ糖製造事業者の合理化の状況

資料：農林水産省生産流通振興課調べ
注 ：従業員数は、工場従業員数の計で、期首・期末の単純平均

（単位：億円、人）

砂糖年度 元年 6年 11年 16年 17年 18年 19年 20年 21年

企業数 19 17 16 15 15 15 15 15 15

（工場数） (23) (21) (18) (17) (17) (17) (17) (17) (17)

経常利益 31 ▲ 22 14 ▲ 17 21 10 27 39 29

従業員数 1,246 1,094 823 575 589 578 621 618 620
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資料：鹿児島県、沖縄県調べ
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(単位：万ﾄﾝ）

ブラジル
（１）

インド
（２）

中国
（３）

タイ
（４）

米国
（５）

豪州 南アフリカ 日本

3,347.0 1,529.0 1,351.3 747.8 683.3 463.4 245.1 95.4

注１： （独）農畜産業振興機構委託調査 LMC社の推計による。（2010年7月6日現在）

注２： 数値は粗糖ベースの数値である。

注３： 各国の数値は、それぞれの国の収穫年度に基づき計上されたものである。
注４： 国名の下の括弧は生産量の上位５カ国を示す。

４ 精製糖の動向

○ 精製糖企業の工場数は、平成16砂糖年度までの10年間で８工場が統廃合されるなど、合併や共同生産工場化等による再編・合理化が推
進され、現在は18社13工場となっているところ。

○ 一方、我が国の精製糖工場は、諸外国の精製糖工場の１／６～１／２程度の規模。

○ 今後、ＷＴＯ等国際環境が厳しくなる状況を踏まえれば、より一層の合理化による精製コストの削減を図ることが必要。

○ 諸外国との精製糖工場の規模の比較 （単位：トン／日）○ 近年の精製糖製造事業者の合理化の状況

（単位：億円、人、％）

注１： 企業数、工場数及び稼働率は砂糖年度末の、売上高、経常利益及び従業員数は会計年度末の
数値である。

注２： 売上高、経常利益及び従業員数はコストヒアリング対象企業（11社）のものであり、経常利
益は精製糖部門のものである。
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日本 豪州 韓国 米国 英国

（工場数：１３） （工場数：４） （工場数：３） （工場数：８） （工場数：１）

資料： ＬＭＣ社調べ（２００８年１２月末現在）、日本は農林水産省生産流通振興課調
べ（平成２０年度）

○ 主要各国の砂糖生産量（2008/2009年度）

10

砂糖年度 13 14 15 16 17 18 19 20 21

企業数 20 20 20 18 18 18 18 18 18

（工場数） (17) (16) (14) (13) (13) (13) (13) (13) (13)

売上高 2,657 2,573 2,575 2,618 2,700 2,869 2,873 2,920 3,006

（製糖部門） (1,901) (1,860) (1,842) (1,873) (1,925) (2,075) (2,096) (2,118) (2,194)

経常利益 49 76 64 51 39 112 144 142 169

従業員数 2,858 2,621 2,496 2,334 2,271 2,160 2,117 2,075 2,072

（精製糖部門） (1,807) (1,605) (1,555) (1,432) (1,359) (1,322) (1,306) (1,293) (1,297)

稼働率 61 77 80 84 83 80 82 81 79
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○ でん粉は、甘味料、ビール、水産練製品、接着剤等多岐にわたって使用されており、近年、一人当たり消費量は16.4kg、需要量は270
万トン程度となっている。

○ 近年のでん粉の供給量をみると、国内産いもでん粉については約30万トン、輸入とうもろこしを原料とするコーンスターチについては
約250万トンで推移してきたが、国内産いもでん粉については、他用途の他品目への作付転換により、コーンスターチについては、米国
のサブプライム問題に端を発した不況や糖質ゼロ商品等の生産拡大により、需要が大幅に減少したことから減少傾向。

５ でん粉の需給・価格の動向

（１）でん粉の消費・需給の動向

資料：農林水産省生産流通振興課調べ
注：でん粉年度（SY）とは、当該年の10月1日から翌年の9月30日までの期間である。

○ でん粉の消費量の推移

資料：農林水産省「食料需給表」

300万ﾄﾝ
(H12年)

17.4kg/人
(H12年)

○ でん粉の生産量・輸入量の推移

267万ﾄﾝ
(H21年)

16.4kg/人
(H21年)

年度
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224 223 227 246 245 242 231 207 238 223
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○ 輸入とうもろこしの価格は、我が国の輸入量の概ね100％を占める米国において、バイオエタノールの原料としての利用が急激に増加
したことから急上昇。現在はピークを過ぎたものの依然として高値で推移。

○ 輸入ばれいしょでん粉価格は、ＥＵにおける18年産の作柄不良を発端として急激に上昇したものの、米国のサブプライム問題に端を発
した不況によりＥＵにおいても製紙需要が大幅に減少したことから急低下。

○ でん粉の内外価格差(コスト格差)は、輸入とうもろこしを原料とするコーンスターチに対し、国内産のばれいしょでん粉で1.8倍、かんしょでん粉で
2.5倍程度。

（２）でん粉の価格・内外価格差の動向

○ でん粉の価格の推移 ○ 内外価格差(コスト格差)の現状（平成20でん粉年度）

資料：1. 財務省貿易統計（CIF価格）。
2. シカゴ商品取引所公表のとうもろこし先物相場の期近ものの年平均（シカゴ相場）。

（円/kg） （＄/bu）

資料：農林水産省生産流通振興課調べ
注：1．国内産いもでん粉はコスト価格。

2．コーンスターチ価格は、とうもろこしの平均輸入価格に調整金を加えた額の平均。

（円/ｋｇ）
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○ でん粉原料用ばれいしょの生産地域は北海道のみであり、ばれいしょは北海道畑作地域における輪作体系上重要な作物。また、でん
粉原料用は、ばれいしょ収穫量の約５割。

○ 北海道畑作農業においても高齢化の進展等により農家戸数は減少。この減少が続けば、10年後には、主要畑作地域の一戸当たり経営
規模を40～50ha程度に拡大していくことが必要。

○ 一方、農家戸数の減少が進む中で農家一戸当たりのばれいしょ作付面積については微増傾向。

（１）ばれいしょ

６ ばれいしょ・ばれいしょでん粉の動向

○ 畑作農家の経営規模別農家数の推移 （単位：戸）
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1,613

平成17年

平成12年

平成７年

平成２年

５ha未満 ５～10ha 10～20ha 20～30ha 30ha以上

（17.8%）

（29.0%）

（22.6%）

（20.6%）

（21.3%）

（17.7%）

（13.9%）

（13.1%）

（12.3%）

（26.7%）

（25.7%）

（22.4%）

（22.8%）

（18.5%）

（23.1%）

（22.9%）

（25.8%

（8.1%）

（14.7%）

（21.0%）

資料： 農林水産省「農林業センサス」（北海道）
注： 畑作農家とは、「麦類作」、「雑穀・いも類・豆類」、「工芸農作物」のいずれかの販売金額が

一位の農家である。

○ ばれいしょ作付農家の戸数と一戸当たり作付面積の推移

○ 原料用ばれいしょの位置づけ（平成２０年）

栽培農家 栽培面積 農業産出額

北海道 ２６％ １３％ １２％

資料：統計部、北海道調べ
注：栽培面積は普通畑に占める割合。農業産出額は、耕種部門に占める割合である。

○ ばれいしょの用途別仕向量（北海道）

資料：統計部、道調べ
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○ ばれいしょでん粉の加工経費は、これまで、工場の再編合理化等によりコスト低減が図られてきたところであるが、近年、原油価格
の上昇により増加傾向。

○ 今後は、生産者の所得確保の観点から、地域ごとの実情に応じ、ばれいしょでん粉については糖化製品用から他用途への転換、原料
となるばれいしょについては、でん粉原料用から加工食品用等他用途への転換を推進しつつ、生産体制の変化に対応した工場のあり方
を検討する必要。

（２）ばれいしょでん粉

資料：農林水産省生産流通振興課調べ。
注：操業率は、１日24時間で90日間操業した場合。

○ 農協系ばれいしょでん粉工場の操業状況（21年産）

資料：農林水産省生産流通振興課調べ。

○ 近年におけるばれいしょでん粉製造業者の合理化の状況

○ 農協系ばれいしょでん粉工場の操業率と加工経費の推移

14

資料：農林水産省生産流通振興課調べ。

○ ばれいしょでん粉生産量の推移

資料：農林水産省生産流通振興課調べ

年　産 13 14 15 16 17 18 19 20 21

企業数
（工場数）

17 17 17 17 17 17 17 17 17

操業率（％） 80 88 84 86 81 73 86 78 67

地域
工場数 処理量（㌧） 操業率（%） 歩留(%) （ 参考 ）

民間工場数

網走・根釧 5 492,892 69 23.6 1

十勝 3 283,280 74 22.4 1

道北・道央 1 22,360 31 20 2

道南 1 17,016 39 19.6 3

北海道 10 815,548 67 23 7

30

27 26 25
27

25 24
26 26

24

28 27

30
28

66%

78%
80%

74%
71%

80%

88%
84%

86%

81%

73%

86%

78%

67%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

0 

5 

10 

15 

20 

25 

30 

8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21

操業率（円/kg）

年 産



（１）かんしょ

○ 鹿児島県におけるかんしょの位置付け（平成20年）

○ でん粉原料用かんしょの生産地域である南九州地方は、火山灰土壌地域であり、また、台風常襲地域であるが、このような土壌・気
象条件にも適応するかんしょは地域の農業・経済を支える重要作物。また、でん粉原料用は、収穫量の約４割。

○ 近年、焼酎用かんしょ需要の増加等からでん粉原料用の集荷が減少。

７ かんしょ・かんしょでん粉をめぐる現状と課題

栽培農家 栽培面積 農業産出額

鹿児島県 ２１％ ２１％ １１％

資料：統計部、鹿児島県調べ
注：栽培面積は普通畑に占める割合。農業産出額は、耕種部門に占める割合である。

○ かんしょの用途別仕向量（鹿児島県）

資料：統計部、県調べ

○ 焼酎原料用かんしょの供給量の推移（鹿児島県）

資料：都道府県報告による農林水産省生産流通振興課調べ
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○ かんしょ作付農家の戸数と一戸当たり収穫面積の推移

資料：宮崎県、鹿児島県調べ 15
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○ 砂糖・でん粉については、価格調整制度の下、輸入糖・コーンスターチ用輸入とうもろこし等と国内産品との内外コスト格差
を是正するため、

① 輸入糖・コーンスターチ用輸入とうもろこし等から調整金を徴収するとともに、

② これを主な財源として、生産者及び製造事業者に対し、生産・製造経費と製品の販売価格との差額相当分の交付金を交
付する政策支援を実施

している。

○ 原料作物の取引価格（販売価格のうち、生産者の取り分）は、生産者と製造事業者との事前の取り決めに基づき、当事者
間で決めた比率によって、製品の販売価格を分配する方式（収入分配方式）により形成。

当事者間の事前の
取り決めに基づき

取り分を決定

【製品のコスト】 【原料作物の

生産者の収入】

【国内産糖・でん粉の

製造事業者の収入】

【市場における取引】

国費(砂糖
のみ）調整基準価格

８ 砂糖・でん粉に係る制度について

（１）制度の基本的な仕組みと考え方について

17



○ 価格調整法に基づく砂糖及びでん粉に係る価格調整に関する業務は、農畜産業振興機構において、砂糖及びでん粉に係る経理を
区分しつつ実施。

○ さとうきび及びでん粉原料用かんしょに係る政策支援、製造事業者に対する政策支援は、農畜産業振興機構において、価格調整
法に基づく支援として実施。

○ てん菜及びでん粉原料用ばれいしょに係る政策支援は、国において、麦・大豆等とともに、担い手の経営安定を図る水田・畑作
経営所得安定対策として実施。その際、農畜産業振興機構から国庫へ調整金の一部を納付し、これらの政策支援の財源に充当。

（２）政策支援における資金の流れ等

○ 政策に係る資金の流れ（イメージ）

水田・畑作経営所得安定対策

　　　価格調整法に基づく支援

さとうきび生産者

国　内　産　糖
製 造 事 業 者

甘味資源作物交付金

国内産糖交付金

てん菜生産者交付金

でん粉原料用
ばれいしょ生産者

交付金

食
料
安
定
供
給
特
別
会
計

国庫納付金

国庫納付金

経営改善計画
の策定が前提

農
畜
産
業
振
興
機
構

農
畜
産
業
振
興
機
構

　　　価格調整法に基づく支援

国内産いもでん粉
製　造　事　業　者

でん粉原料用
かんしょ生産者

国内産いもでん粉交付金

でん粉原料用いも交付金

経営改善計画
の策定が前提

調整金

調整金

精
製
糖
企
業
等

コ
ー

ン
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タ
ー

チ
企
業
等
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糖

区
分
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理

で

ん
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○ 砂糖及びでん粉の国境措置は、高水準。糖価調整制度及び関税割当制度の適切な運用により国内生産を維持。

○ 仮にＷＴＯ、ＥＰＡ等により国境措置が大幅に引き下げられると、調整金収入の減少及び国内価格の低下により甚大な影響。

１０ 砂糖及びでん粉の国境措置について

砂糖 でん粉

輸入でん粉価格 輸入でん粉価格 国産いもでん粉価格

譲許税率

CIF価格

一次調整金等

精製糖

輸入価格

輸入精製糖

二次調整金

国内糖価

国産精製糖(精製糖企業)

一次調整金

(国産糖企業)

現 行 一般財源

輸入精製糖

関税撤廃
の場合

国
内

糖
価
の
低
下

国内糖価

精製糖

輸入価格

輸入糖からの一次
調整金を財源とし
て国内産糖に助成

二次調整金により、国
内需要量を超えた輸入を
阻止し、国内生産を保護

二次調整金により、国

内需要量を超えた輸入を

阻止し、国内生産を保護

現 行 関税撤廃
の場合

輸入でん粉 国産ばれいしょでん粉

（制度外（固有用途））

国内
でん粉価格

国内
でん粉価格

国
内

で
ん
粉

価
格
の

低
下

※ 制度内の国産いもでん粉についても、関税撤
廃されると、支援財源である調整金の徴収が困
難となることから、国内生産は壊滅。

国内製造コスト

調整金の徴収が困難

粗糖輸入価格

＋精製コスト

輸入でん粉
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参：１

○ 糖価調整制度は、安価な輸入糖から調整金を徴収し、これを主な財源として国内産糖及びその原料作物への
支援を実施。

○ また、異性化糖については砂糖と代替関係にあることから、異性化糖調整金を課し、これを国内産糖への支
援及び砂糖調整金の軽減措置の財源に充てることにより、砂糖と異性化糖の価格調整を実施。

○ このため、様々な要因により調整金収支の不均衡が発生。

○ 砂糖の調整金制度

参考：(独)農畜産業振興機構の砂糖勘定に係る収支不均衡の要因

政策支援
（国内産糖交付金

＋
甘味資源作物交付金）

異性化糖
売戻価格

異性化糖
調整基準価格

調整金 C

調整金 Ａ

国 費

【輸入糖】 【国内産糖】【異性化糖】

調整金充当
B1

調整金充当
B2

軽減額 D

A + D = B1  

平均輸入価格

砂糖調整
基準価格

輸入糖
売戻価格

① 砂糖の消費量の減少 (2ページ参照)

→ 輸入糖の減少により調整金収入が減少

② 加糖調製品（価格調整制度の対象外）輸入量の増加
(3ページ参照)

→ 輸入糖の減少により調整金収入が減少

③ 国際糖価の上昇と生産者交付金単価の据え置き
(4,5ページ参照)

→ 調整金単価の低下により、調整金収入が減少

④ てん菜・さとうきび生産量の影響 （6,7ページ参照)

→ さとうきびの豊作、直近４年間の交付金単価の据
え置き等により、交付金支出が増加

⑤ とうもろこし価格の上昇 (8ページ参照)

→ 異性化糖価格の上昇により異性化糖調整金単

価が低下し、調整金収入が減少

⑥ 原油価格等の上昇 (9ページ参照)

→ 国内産糖製造経費が上昇し、交付金支出が増加

⑦ 指定糖調整率の実勢値との乖離 (10ページ参照)
砂糖価格を異性化糖価格
に換算して、異性化糖か
らも調整金を徴収。

調整金収支の主な不均衡要因

異性化糖平
均供給価格
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参：２
資料：農林水産省「食料需給表」

○ 砂糖の消費量の推移

① 砂糖の消費量の減少

国
内
消
費
仕
向
量

国
民
１
人
・
１
年
当
た
り
供
給
純
食
料

（ｋｇ）（万トン）

○ 砂糖の消費量は、消費者の低甘味嗜好等を背景として減少傾向で推移。

○ 砂糖の消費量が減少する中、加糖調製品の輸入量が増加したことに加え、国内産糖の生産量が増加傾向にあり、輸入
糖の数量は１２０万トン台まで減少。

○ この結果、輸入糖からの調整金収入は、近年では500億円を切る水準まで減少。

国内消費仕向量

国民１人・１年当たり供給純食料

○ 砂糖の供給量の推移

資料：農林水産省「砂糖及び異性化糖の需給見通し」
注：SY（砂糖年度）とは、当該年の10月から翌年の9月までの期間。

（千トン）

663 721 743 784 699 643 683 683 683

170 143 153 121
132 148 169 186 170

1,405 1,480 1,364 1,272 1,326 1,346
1,380 1,222 1,248

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

13SY 14SY 15SY 16SY 17SY 18SY 19SY 20SY 21SY

輸入糖

甘しゃ糖

てん菜糖

（見通し）

○ 輸入糖からの調整金の推移（単位：億円）

SY S58 S63 H5 H10 H15 H20

金額 589 575 566 543 536 484



○ 加糖調製品の輸入状況
（千トン）

合計輸入量
（千トン）

（砂糖年度）

資料：財務省「貿易統計」、農林水産省生産流通振興課調べ
注：輸入量は、各砂糖年度のものである。

○ 加糖調製品の主な輸入国（２０砂糖年度）

分類
主な輸入国及び輸入量

全体 第一位 第二位 第三位

ココア調製品 輸入国 ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ 韓国 ﾏﾚｰｼｱ

輸入量 86,445 56,319 16,930 10,380

輸入割合(%) 100 65 20 12

調製した豆 輸入国 中国 ﾌｨﾘﾋﾟﾝ 米国

（加糖あん） 輸入量 67,933 65,536 1,691 315

輸入割合(%) 100 96 2 0

コーヒー調製品 輸入国 韓国 ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ 米国

輸入量 56 15 9 8

輸入割合(%) 100 27 16 14

粉乳調製品 輸入国 ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ 豪州 韓国

（ミルク調製品） 輸入量 105,417 60,342 18,410 16,903

輸入割合(%) 100 57 17 16

その他調製品 輸入国 韓国 タイ ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ

輸入量 172,177 84,736 84,584 225

輸入割合(%) 100 49 49 0

○ 加糖調製品の全体輸入量は20砂糖年度（平成20年10月～21年9月）で約43万トン、推定砂糖含有量は31.5万トン。
そのうち、最も輸入量が多いのは「その他調製品」であり、その輸入量は約17万トン（推定砂糖含有量は約14万トン）。

○ 輸入量の推移を見ると、加糖調製品全体の輸入量は近年ほぼ横ばいである一方で、砂糖との代替性が極めて高いソルビ
トール調製品をはじめとする「その他調製品」の輸入量が特に増加。これらは主に韓国およびタイから輸入されている。

② 加糖調製品（価格調整制度の対象外）の輸入量の増加

（単位：トン）
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計 340 350 362 361 390 399 423 436 441 426 432
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ココア調製品

参：３

ソルビトール調製品

砂糖にソルビトール（でん粉から作られる糖アルコー
ルの一種で甘味を有する）を混合したものであり、水産
練り製品、菓子、佃煮等に使用される。

資料：財務省「貿易統計」
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参：４

○ 砂糖の相場の推移

③ 国際糖価の高騰と交付金単価の据え置き

Ｎ
Ｙ
現
物
価
格

H22年1月
28.94￠/￡

H18年2月
18.93￠/￡

H22年8月
25.09￠/￡

日
経
市
価

上
白
糖

日経市価

ＮＹ現物価格

H18年4月
157円/kg

H22年7月
177円/kg

（円／ｋｇ）（セント／ポンド）

○ 糖価調整制度は、国際糖価が上昇すると調整金収入が減少するが、国内砂糖価格が上昇すれば交付金単価が下が
り、支出が減少することにより収支バランスが保たれる仕組み。

○ 砂糖の国際相場（NY現物価格）は、平成１５年頃までは７セント／ポンド台で推移。 １７年から１８年にかけて高騰後、
昨年から再び高騰し、今年１月には２９セントを記録。現在は２０セント前後で推移。

○ 国際糖価上昇時の収支バランス

国際糖価の
上昇

平均輸入価格
の上昇

調整金単価の
低下

調整金収入の
減少

国内砂糖価格
の上昇

てん菜・さとうき
び価格の上昇

交付金単価の
引き下げ

交付金支出の
減少

収支のバランスがとれる



参：５

○ 砂糖価格が上昇する中で、てん菜・さとうきびへの交付金単価は19～22年産を据え置き。

○ この間の砂糖価格の上昇に伴うてん菜・さとうきび販売価格の上昇により、生産者の手取り水準は上昇。

○ てん菜の手取り額（糖度17.1度の場合） ○ さとうきびの手取り額（糖度14.1度の場合）
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（単位：円／トン）

（単位：円／トン）



○ てん菜の栽培面積は、昭和59年産を頂点に減少傾向で推移しているが、栽培技術の向上や品種改良の進展等により
生産量は増加。

○ 16年産以降、生産者団体、てん菜糖業界の協力を得て、交付金交付対象数量に限度を設け、徐々にこれを引き下げ

るとともに、市場に出荷されるてん菜糖の供給量に上限を設け、輸入糖と国内産糖のバランスに配慮。

④ てん菜・さとうきびの生産量の影響

（１）てん菜の生産状況

○ てん菜の生産量、栽培面積の推移 ○ 交付金交付対象数量等の状況

資料：農林水産省「作物統計」

資料：農林水産省生産流通振興課調べ
注：てん菜糖生産量の（ ）は、バイオエタノール原料向け糖液の

製造量（精製糖換算）であり、外数である。

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

4,500

5,000

50,000

55,000

60,000

65,000

70,000

75,000

S55 56 57 58 59 60 61 62 63 H元 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 

生産量(右目盛) 栽培面積(左目盛)ha
75,200

4,656

3,649

4,297

3,7963,862

3,664
3,813

4,164

3,581

64,500

66,000

74,000

3,550

3,377

71,900

年産 栽培面積
てん菜
生産量

てん菜糖
生産量

交付対象
数量

供給上限
数量

ha 千ﾄﾝ 千ﾄﾝ 千ﾄﾝ 千ﾄﾝ

15 67,900 4,161 744    - －

16 68,000 4,656 786 704 －

17 67,500 4,201 708 675 700 

18 67,400 3,923 636 647 700 

19 66,600 4,297 709 640 684 

20 66,000 4,248 
725
(7.5) 

640 684 

21 64,500 3,649 
621

(18.5) 
640 684 

千ﾄﾝ

交付対象数量：年産ごとに交付金の交付対象と
なるてん菜及びてん菜糖の数量。

供給上限数量：砂糖年度内に市場に出荷される
てん菜糖の上限数量。

年産

参：６



○ さとうきびの生産状況

○ さとうきびの収穫面積は、昭和50年代は35,000ha程度であったが、平成10年代には22,000ha台に減少。これに加えて、
平成16年産は台風被害等により単収・糖度が大幅に低下し、分みつ糖の生産量は126千トンまで減少。

○ その後、関係者の取組により増産を進め、単収はかつての水準に回復し、さとうきびの生産量も150万トン前後まで増加。

参：７

（２） さとうきびの生産状況

年産 収穫面積 単収 収穫量 平均糖度
栽培農家

戸数
1戸当たり
収穫面積

産糖量

分みつ糖 含みつ糖
ha kg/10a 千t 度 戸 a t t t

10 22,400 7,440 1,666 13.3 31,471 71.4 189,697 180,428 9,269 

11 22,800 6,890 1,571 14.2 30,775 74.1 192,291 182,852 9,439 

12 23,100 6,040 1,395 14.0 29,836 77.1 168,298 159,794 8,503 

13 22,800 6,570 1,499 14.3 29,761 76.5 185,138 177,585 7,553 

14 23,800 5,580 1,328 14.1 29,629 80.2 159,843 149,113 10,730 

15 23,900 5,810 1,389 14.1 29,012 82.2 168,203 160,394 7,809 

16 23,200 5,120 1,187 13.0 28,897 80.1 133,445 126,493 6,952 

17 21,300 5,700 1,214 14.0 28,054 75.7 146,425 137,976 8,449 

18 21,700 6,040 1,310 14.5 27,808 78.1 164,316 155,481 8,835 

19 22,100 6,790 1,500 14.4 27,025 81.5 185,925 176,677 9,248 

20 22,200 7,200 1,598 14.9 26,668 83.2 203,998 195,963 8,036 

21 23,000 6,590 1,515 14.5 － － 186,119 176,402 9,717 
注：１．収穫面積、単収及び収穫量については、農林水産省「作物統計」

２．平均糖度、栽培農家戸数、１戸当たりの収穫面積、産糖量については、鹿児島県、沖縄県「さとうきび及び甘しゃ糖生産実績」
３．21年産は見込み
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○ 異性化糖調整金単価は、砂糖の価格と異性化糖の価格の相対関係で増減する。

○ 近年、異性化糖の原料となるとうもろこしの価格が上昇しており、調整金収入は減少している。

○ 異性化糖の代替品としてスクラロース等の人工甘味料を用いた糖質ゼロ飲料の需要が増加していることを受け、
異性化糖の需要は減少傾向。

○ 異性化糖・とうもろこし価格の推移
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○ 異性化糖需要量の推移

注：標準異性化糖換算数量で、21SYは見込数量を計上

（万トン）

異性化糖価格：日経月央価格（果糖分５５％・卸売価格）
とうもろこし価格：シカゴ・とうもろこし相場

異性化糖価格

とうもろこし価格

異性化糖
円／ｋｇ
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100

80

⑤ とうもろこし価格の上昇

年度 16SY 17SY 18SY 19SY 20SY 21SY

金額 55 68 15 0 0 4

○ 異性化糖調整金収入の推移（単位：億円）

参：８



○ 原油・石炭等の価格が上昇すると、砂糖の製造コストが上昇。

○ 国内産糖交付金単価は毎年９月に決定。１９年からの石油・石炭価格の上昇により２０ＳＹの交付金単価が上昇。

○ 同様に肥料価格の高騰等の影響により、てん菜・さとうきびの生産コストが上昇。

○ 国内産糖交付金

（単位：円／トン）

○ 企業物価指数の推移（2005年平均＝100）

⑥ 原油価格等の上昇

0

50

100

150

200

250

300
標準的製造経費 交付金単価

１９ＳＹ ５５，４１８ ２１，２２０

２０ＳＹ ６０，６９９ ２６，１２６

２１ＳＹ ５６，７０３ ２２，８３４

てん菜糖

（単位：円／トン）

標準的製造経費 交付金単価

１９ＳＹ ８６，３８２ ６４，９００

２０ＳＹ ８８，０３８ ６６，４８９

２１ＳＹ ８７，０４２ ６５，５７１

甘しゃ糖

Ａ重油

Ｃ重油

石炭製品

参：９



○ 輸入糖から徴収する調整金の単価は、砂糖の内外コスト差に指定糖調整率（＝砂糖の自給率）を乗じて算出。

○ 砂糖の消費量が減少する中、加糖調製品の輸入量が増加したことに加え、国内産糖の生産量が増加傾向にあり、輸入糖
の数量は１２０万トン台まで減少。

○ その結果、指定糖調整率と実勢値の乖離が生じている。

○ 指定糖調整率の状況

⑦ 指定糖調整率の実勢値との乖離

指定糖調整率 実勢値 差

１７ＳＹ ３３．９３ ３８．８５ ▲４．９２

１８ＳＹ ３３．９８ ３７．３１ ▲３．３３

１９ＳＹ ３３．９９ ３８．９４ ▲４．９５

２０ＳＹ ３３．９９ ４０．４２ ▲６．４３

２１ＳＹ ３３．９９ ３９．５０ ▲５．５１

資料：実勢調整率は、「砂糖及び異性化糖の需給見通し」の数値を基に算出

○ 指定糖調整率とは

指定糖調整率 ＝

国内産糖供給見込数量

砂糖の供給見込数量

○ 調整金単価の算出式

調整金単価 ＝
効率的な国内

産糖製造コスト
平均輸入価格

× 指定糖調整率

－

参：10



○ 砂糖消費の減少、国内産糖の生産増加、加糖調製品輸入の増加、それらに伴う指定糖調整率の実勢との乖離、国際
的な砂糖価格、とうもろこし価格の高騰等の要因により、平成17砂糖年度末の累積差損は約700億円に拡大。

○ 平成16年産からは、てん菜糖の交付金交付対象数量、市場に出荷されるてん菜糖の供給量の上限を設定。また、平
成18年10月、砂糖生産振興資金の残額約470億円を、累積差損の圧縮のために充当。

○ こうした対策を講じてきたが、平成20砂糖年度以降、さとうきびの豊作や、景気後退等による砂糖の消費減退(輸
入数量の減少)、国際的な砂糖価格の高騰も相まって不均衡が拡大し、平成22年3月末には累積差損が707億円となっ
た。

○ 砂糖の調整金収支の推移

（単位：億円）

○ 砂糖の調整金収支の推移
（単位：億円）

注1）砂糖年度とは、毎年10月1日～翌年
9月末までの期間をいう。

⑧ 砂糖の調整金収支の不均衡状況

＊19SYから最低生産者価格を廃止し、さとうきび生産者へは甘味資源作物交付金、国内産糖（てん菜糖、甘しゃ糖）製造事業者へは国内産糖交付金を、
（独）農畜産業振興機構が予算の範囲内で、それぞれ交付(てん菜生産者への財源については、交付金を交付する食料安定供給特別会計に納付）。

砂糖年度
対前年
増減

期末残高

13 ▲ 98 1

14 ▲ 79 ▲ 78

15 ▲ 306 ▲ 384

16 ▲ 164 ▲ 548

17 ▲ 158 ▲ 706

18 ▲ 115 ▲ 349

19 ▲ 26 ▲ 375

20 ▲157 ▲532

21
（Ｈ22年３月末） ▲175 ▲707

注2）平成18年10月末に砂糖生産振興資
金470億円を充当。

注3）（独）農畜産業振興機構の短期借
入金の限度額は800億円。
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40 44 48 52 56 60 元 5 9 13 17

収

入

支
出

砂糖市価の上昇に
よる支出の減少

粗糖調整金の10円/kg減額措置

異性化糖から
の調整金徴収

てん菜に係る作付指標面積の設定開始
（昭和60年産：72,000ha）

砂糖生産振興
資金残高の充当

さとうきび

その他収入

期末残高

砂糖生産振興資金

砂糖調整金収入

その他収入

てん菜糖

甘しゃ糖

てん菜（国庫納付）

異性化糖調整金収入

てん菜糖に係る生産者・糖業者の自
主的取組による調整金収支の改善

参：11
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